





























































































































用植物と触れ合う機会を取り入れることにより、“ 複雑とも思える ” 薬用植物を “ 複雑であると印象を
持たせない ” で学生に納得させることが可能であると感じている。
　これまで総論および各論の講義並びに薬草園での演習という構成で授業形態をとってきたが、今後
は各論での講義の比率を下げ、その代わりに薬草園での演習時間を増やし、これまで以上に薬用植物
を観察並びに調査する時間を増やし、学芸員として実務に携わる際にも役に立つ観察能力や考察能力
を養う授業をしてゆきたいと考えている。
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